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１．はじめに  

 地下鉄線内において列車騒音の緩和を目的として、
トンネル側壁部に１箇所、換気口内に 11 箇所石綿が
吹き付けられていた。今回この石綿を完全に除去す
るため夜間の列車運行停止中に作業が出来るように、
石綿除去台車を製作し、外部への石綿飛散を完全に
防止しながら除去を行った。なお、換気口について
は、代替吸音材として剛体多孔質吸音板を設置した。 
２．石綿除去台車 

石綿除去台車はトンネル部用と換気口部用の２編

成とした（図－1、２参照）。各台車の役割は a.トロ

台車は除去した石綿を運搬する。ｂ.遠隔操作車とｆ.

モーターカーは車両全体をけん引する。ｄ.下部作業

台車と e.上部作業台車はトンネル部用の下半分及び

上半分の除去作業を行う。ｃ.セキュリティー台車は

作業員の保護衣着脱、除去した石綿の搬出等に伴う

外部への石綿粉じん漏出を防止する。ｇ.昇降設備台

車は換気口と接続して出入りを行う。 
 

 

３．トンネル部の施工 
  トンネル側壁部の石綿は、支柱及びパネルで一
旦囲い込み、その後石綿除去台車を用いて、密閉
空間を確保しながら石綿除去作業を繰り返し行う。 

 （１）囲い込み工 
石綿を一定区画ごとの作業空間に分割するため

支柱を骨組みとし、取外し可能な鋼製パネルで吹

付け石綿を囲い込む。気密性を確保するため、パ

ネル端部はコーキングを行う。 

（２）石綿除去工 

 ①パネル撤去：1 日の施工範囲（上部・下部とも、

7.2 ㎡）の囲い込みパネルを取外す。取外したパ 

 ネルはシート養生し、台車内通路に仮置きする。 

②養生シート設置：下部作業台車と上部作業台車を

上昇・スライドさせ、開口部周辺のパネルに密着

させる。台車内の養生シートをパネル内側に接着

させ、トンネル壁面までを密閉した管理区画を形

成する。 

③飛散抑制剤吹付け：石綿を湿潤化させるため、散

布機を用いて飛散抑制剤を散布し、下地まで浸透 

させる。 

④石綿除去・研磨：ヘラとケ 

レン棒を用いて手作業で側 

壁から石綿を取り除く。さ 

らにコンクリート表面はワ 

イヤーブラシや研磨用工具 

を用いて削り取る。また、 

作業中は台車に設置された 

負圧除じん機を稼動し、常 

に除去作業区画を負圧に保 

ち、トンネル内への石綿の 

飛散を防止する。負圧管理 

は差圧計を用いて行う。 

⑤廃石綿袋詰め：廃石綿及び養生シート、使用済み

保護衣等石綿の付着物は、廃棄専用のプラスチッ

ク袋に２重に梱包し、セキュリティー台車を通っ 

てトロ台車に積み込む。 

ｆ.モーターカー 

５台編成 延長：31.7ｍ
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図－３ 下部・上部作業台車の作業状況
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図－１ 石綿作業台車（トンネル部用） 

キーワード：地下鉄，石綿除去，作業台車，密閉空間，負圧管理 
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図－２ 石綿作業台車（換気口部用） 
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 ⑥硬化剤吹付け：作業区画内の空気置換を行った

後、壁面及び養生シート等に硬化剤を散布し、

粉じんの飛散を防止する。 

⑦養生シート撤去：養生シートは除去作業を行う

たびに汚染されるため、日々新品に交換する。 

⑧パネル復旧：①で撤去したパネルを復旧する。 

４．換気口部の施工 

換気口部の石綿除去は、鋼板（閉鎖扉）で囲い

込み、その後昇降設備台車と閉鎖扉とを接続し密

閉区画を確保して、除去作業を行う。 

（１）囲い込み工 

換気口の地上側及び軌道側の開口に閉鎖扉を設

置する。施工は軌道側から行う。 
（２）石綿除去工 

  基本的な除去作業はトンネル部と同様であるた

め、換気口部の特徴である①養生シート接続、②

吸気・送気ダクト接続について記述する。 

①養生シート接続：換気口内の石綿除去作業を行

う作業空間と台車空間とを一体化して、密閉・

隔離された管理区画を形成するため、閉鎖扉と

昇降設備台車をジャバラ型養生シートを用いて

接続する。換気口は側壁タイプと天井タイプが

あり、両タイプに対応できるように昇降設備台

車はスライドドアを複数設け、開口位置に応じ

て使い分ける（図－４参照）。 

 

 ②送気・吸気ダクト接続：換気口内部の空気を循

環させるため、負圧除じん機から排気ダクトを、

送風機から送気ダクトを配管する。 

（３）吸音板の設置 
①コンクリート面に下地処理用シーラーを塗布す

る。 

②下端にレベルアングルを取付ける。 

③吸音板を実測寸法に加工する（端部には撥水材

を塗布）。 

④吸音板に接着剤を塗布し、躯体面に貼り付ける。 

⑤吸音板の中心に樹脂アンカーを打込む。 

⑥上端に水切り金具を設置する。 

 

（４）吸音板の効果 
騒音測定は石綿除去工事前と吸音板設置後の２

回換気口の地上側で実施した。測定した結果、石

綿除去前に対して吸音板設置後は、鉄道騒音の等

価騒音レベル（LAeq）で１～９dB の騒音低減が確認

できた。 

５．石綿飛散濃度測定 

（１）試料の採取方法 

石綿飛散濃度の測定はローボリュームサンプラ

ーのフィルター上に粉じんを付着させ、位相差顕

微鏡を用いて石綿繊維を計測した。 
（２）測定頻度 

測定は施工前・施工中・施工後に行い、施工中

については「東京都環境確保条例」に定めるとこ

ろにより工事期間の６日ごとに１回以上を行う。 

（３）測定位置・測定結果 

  施工中の測定位置を図－６、７に、測定結果を

表－１に示す。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６．まとめ 
今回開発した石綿除去工法により、｢石綿を外部に

飛散させないこと｣｢列車運行に影響を与えないこ

と｣を最優先として取り組み、無事施工を完了した。

今後、地下鉄構内だけでなく、他の鉄道や道路トン

ネル壁面等における石綿除去計画の参考になれば幸

いである。 

図－４ 台車・換気口接続概念図
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図－５吸音板設置断面図 写真－２吸音板設置状況
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図－６トンネル部石綿除去工（８箇所）

図－７換気口部石綿除去工（６箇所）

場 　所 記 　号 測 定 結 果 基 準 値

管 理 区 域 内 ★ 9 .5～ 1180 75 00以 下
※ 3

管 理 区 域 外 ● 0 .5未 満
※ 1

10以 下
※ 2

※1：定量下限値 0.5 本/㍑未満(2 時間吸引) 

※2：10 本／㍑以下（大気汚染防止法第 16 条の 2） 

※3：7500 本/㍑以下（防護マスクの基準値より）

閉鎖扉（地上側） 

石綿 

吸気・送気 

ダクト 

スライドドア 

ジャバラ型養生シート 
石綿 

閉鎖扉（軌道側） 

閉鎖扉（地上側） 

表－１ 濃度測定結果 
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